




1

V o l . 1 8（2 0 1 3）N o . 1 1

605

ホームページ　http://www.isij.or.jp

C O N T E N T S

目　次

Techno Scope 道路橋を守る非破壊検査技術   606

連携記事 量子ビームによる橋梁等インフラ非破壊健全性診断システムの開発現状

	 大竹淑恵、須長秀行		 	610

  超音波探傷試験の最近の進展と今後 
－社会インフラの点検・診断に向けて－

	 廣瀬壮一		 	614

入門講座 物理分析入門－初めて使う人のために－8
 電子分光法の原理と応用

	 名越正泰		 	621

 鋼の凝固入門－4
 凝固現象の基礎と数理IV  ミクロ･マクロ偏析

	 及川勝成		 	631

解　説 受賞技術－15
 天然ガスの大幅増産に貢献する高合金油井管および製造技術の開発

	 	高部秀樹、山崎正弘、照沼正明、木谷茂、山口晴生、岩本宏之、	
下田一宗、山根明仁、相良雅之、乙咩陽平、永瀬豊		 	639

アラカルト 若手研究者・技術者へのメッセージ－18
 高炉の進化論

	 有山達郎		 	645

 活躍する女性研究者・技術者－18
 支えられてきた私、そしてこれから

	 今村淳子		 	650

協会の活動から   651

会員へのお知らせ   653

海外鉄鋼関連最新論文   676



 

 

 

編 集 後 記 
 
 

                             

                             

       

                            

                              

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
会報委員会（五十音順） 

委 員 長  森田 一樹（東京大学） 

副 委 員 長  山本 三幸（新日鐵住金（株）） 

委   員  遠藤  茂（JFEスチール（株）） 大野 宗一（北海道大学） 梶野 智史（産業技術総合研究所） 

       神戸 雄一（日本冶金工業（株））  木村 好里（東京工業大学） 杉本  淳（愛知製鋼（株）） 

高谷 英明（三菱重工業(株)） 戸田 佳明（物質・材料研究機構） 戸高 義一（豊橋技術科学大学） 

       丹羽  誠（大同特殊鋼（株）） 早川 朋久（東京工業大学） 藤本 延和（日新製鋼(株)） 

船川 義正（JFEスチール（株）） 前田 恭志（（株）神戸製鋼所） 森  善一（新日鐵住金（株）） 

三木 貴博（東北大学） 山本 憲志（日野自動車（株））  

 

ふぇらむ/鉄と鋼 合本誌 定価 4,000円（消費税等込・送料本会負担） 

Bulletin of The Iron and Steel Institute of Japan／Tetsu-to-Hagané : Unit Price ￥4,000（Free of seamail charge） 

1996年5月10日第三種郵便物認可 2013年10月25日印刷納本、2013年11月1日発行（毎月1回1日発行） 

          編集兼発行人 東京都中央区日本橋茅場町3-2-10  鉄鋼会館5階（一社）日本鉄鋼協会 専務理事 小島 彰 

                 Tel : 03-3669-5933 Fax : 03-3669-5934(共通) 

                 (会員の購読料は会費に含む) 

          印 刷 所 東京都文京区本駒込3-9-3 （株）トライ 

 

 
 

 

©COPYRIGHT 2013 一般社団法人日本鉄鋼協会 

複写をご希望の方へ 

 本会は、本誌掲載著作物の複写に関する権利を一般社団法人学術著作権協会に委託しております。 

本誌に掲載された著作物の複写をご希望の方は、(一社)学術著作権協会より許諾を受けて下さい。但し、企業等法人による

社内利用目的の複写については、当該企業等法人が社団法人日本複写権センター（(一社)学術著作権協会が社内利用目的複

写に関する権利を再委託している団体）と包括複写許諾契約を締結している場合にあっては、その必要はございません（社

外頒布目的の複写については、許諾が必要です）。 

権利委託先：一般社団法人学術著作権協会 

                〒107-0052 東京都港区赤坂9-6-41 乃木坂ビル 

             TEL.03-3475-5618 FAX.03-3475-5619 E-mail : info＠jaacc.jp 

複写以外の許諾（著作物の引用、転載、翻訳等）に関しては、(一社)学術著作権協会に委託致しておりません。 

直接、本会へお問い合わせください。 

また、アメリカ合衆国において本書を複写したい場合は、次の団体に連絡して下さい。 

©Copyright Clearance Center,Inc 

222 Rosewood Drive,Danvers,MA01923 USA 

TEL.1-978-750-8400 FAX.1-978-646-8600 
 

  

　刺すような強い日差しも和らぎ、日中の気温もあまり高くなら
ず、朝夕は涼しく、時には肌寒さを感じるほどになってきまし
た。数週間前の酷暑が嘘のように感じられます。しかしながら、
異常気象の影響か、先日襲来した台風は各地に大きな爪痕を残
しました。特に古都があのような惨劇に見舞われるとは思いもし
ませんでした。自然の力に太刀打ちはできない以上、被害が軽
微なものになるように祈り、緊急事態に備えるのが肝要だと気を
引き締めました。
　さて、今月号のTechno Scopeでは、道路橋を守る非破壊検査
技術が取り上げられています。高度経済成長期に社会インフラの

建設が集中しているため、築50年を迎える道路橋の数は、急激
に増加する見込みです。社会インフラの不備は重大事故に直結
するため、その検査測定の測定技術や正確さおよび安全管理の
方法はとても興味深いテーマと思われます。先の天災と違い、こ
ちらは人災です。被害の確実な事前抑制を期待したいところで
す。また、道路橋という生活に密着したインフラの検査・安全管
理の現状を知ることにより、危険回避の一助になるかもしれませ
ん。読者の皆様と共にしっかりと勉強したいと考えております。
 （S.K.）
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